
緊急事態措置の適用を国に要請する目安

令和４年２月７日

オミクロン株による爆発的な感染拡大が続いており、医療への負荷が高まるとともに経済社会活動への影響
も大きくなっている。
このため、次の①と②のいずれも満たした場合、その時点の基本的対処方針に示されている措置の内容を踏
まえ、専門家や市町村との協議を行った上で総合的に判断し、緊急事態措置の適用を国に要請する。

① 新規陽性者数（７日移動平均）の増加傾向が継続していること

※ ７日移動平均＝直近７日間の新規陽性者数を７で割った数
※ 増加傾向が継続＝前週同曜日と比較して新規陽性者数が多い日が継続すること

３９３人
（重症者：１１人、中等症者：３８２人）

増加傾向が継続
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② 病床使用率の改善傾向が見られない中、重症者数と酸素投与が必要
な中等症者数の合計が７３０人を上回ることが見込まれること

※ 確保病床数に占める重症者・中等症者数の割合の最大値は約４７％（第４波の実績＝５３２人/１,１４４床）。
※ 現在の確保病床数１,５５８床×４７％＝約７３２人
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